
 
 
 
 
 
 

パラリンピックから 
                   ５・６年担任 齋藤 雅弘 
 
この夏休みは、子供たち以上にテレビを見ていたかもしれません。１年遅れで開催された

東京オリンピック、パラリンピック。開催前のいろいろな議論はありましたが、始まってみ
ると、選手が全力で競技する姿に感動するばかり。２学期が始まって、しばらくは子供たち
と閉会したオリンピックの話で盛り上がり、そして開会したパラリンピックの話でまた盛
り上がりました。「先生、昨日の水泳で〇〇選手がメダルとったよ。」や「走り幅跳びの選手、
すごかった！ すごく速いし、遠くまで跳んでいたよ！」など、子供たちは競技に惹きこま
れた様子でした。 

パラリンピックの報道で私が目を引かれたのは、大会前日の 8 月 23 日、北日本新聞に掲
載された「問われる社会 東京パラリンピックから」のマセソン美季さんと三井絹子さんの
記事でした。マセソンさんは、大学生のとき居眠り運転のダンプカーにはねられ、半身不随
になり、その後、車いす生活。98 年⾧野冬季パラリンピックで金メダルをとり、今大会の
副団⾧も務めていらっしゃいます。また、三井さんは生後間もなく体が不自由になり、『し
ょうがいしゃ自立支援団体』を設立。現在 24 時間重度訪問介護を受けていらっしゃいます。 

大会について、マセソンさんは「周りの人の意識が変わり、障害のある人が、社会がよく
なったと感じられなければ、成功ではないと思います。」、三井さんは（記事の前半で、しょ
うがいしゃが、生まれる前からあらゆる場面で健常者と分けられる社会であることを書か
れたうえで）「全ての『分けられること』に怒りを感じます。人権を奪われてきています。
なぜ？ なぜ？ 分けられなければならないのか？ 大いに疑問です。」と書いていらっしゃ
います。（三井さんは、オリンピックとパラリンピックに分けられる大会そのものにも反対
のお考えです。） 

二人が言われているように、私たちは今、「分ける」社会から「共生する」社会へ変えて
いかなければなりません。学校でのインクルーシブ教育や、SDGｓ（持続可能な開発目標）
の取組が、まさにそれです。 

この 7 月に、利賀小学校は「なんと SDGｓパートナー」に
登録しました。高学年の子供たちは、総合的な学習の時間に
南砺市と包括連携協定を締結した富山県立大学の学生団体
「地域協働研究会 COCOS（ココス）」が中心となって制作し
た「なんと SDGｓボードゲーム」をみんなで行い、南砺市の
ＳＤＧｓの取組や 17 の目標について、楽しみながら学びま
した。子供たちは、なんと SDGｓパートナーとして、これか
らＳＤＧｓの活動を学校、家庭、地域へと広げる計画です。それらを通して、自分たちや周
りの人たちが、現在そして未来にわたって、制度や体制のバリアフリー（壁をなくす）だけ
でなく、心のバリアフリーも実現し、よりよい共生社会をつくっていくことを目指します。 
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１０月２３日（土）に開催する学習発表会ですが、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、

内容を精選し、規模を縮小して行います。なお、ご来賓や地域の皆様には大変失礼ではございますが、

入学式や運動会同様、ご来場を見合わせていただくことにいたします。この度の対応について、ご理解

いただきますようお願いいたします。 

８月２６日 ２学期始業式 

 式では、オリンピックから学ぶ

ことや感染対策のことについて、

話がありました。２学期に向けて

気合いの入った子供たちでした。 

８月２６日 水泳記録会 

今年は、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、小学校のみ

で記録会を行いました。目当てに

向かってがんばりました。 

９月２日 避難訓練 

富山県民一斉のシェイクアウ

ト訓練後、火災を想定して避難

訓練を行いました。「おはしも

て」の約束を守り、避難できまし

た。 

利賀っ子アルバム 

８月３０日～ 夏休み作品展 

夏休み中に、子供たちががん

ばってつくった作品を展示しま

した。期間中たくさんの方々に

見ていただきました。 

９月１０日 祖父母参観 

感染対策を徹底して、実施し

ました。学習のまとめを発表し

たり、自分の考えを伝えたりし

て、元気な姿を見ていただきま

した。 

９月１５日 ペタンク体験 

利賀ペタンク協会の方に来て

いただき、全校でペタンク体験

をしました。ルールを知ったり、

作戦を立てたりして、ゲームの

面白さに引き込まれました。 

10月の行事予定 

 ６日（水）学校訪問研修会 

 ７日（木）５年校外学習 

      ロンレー子ども村活動 

１５日（金）就学時健康診断 

２３日（土）学習発表会「金剛祭」 

２５日（月）振替休業日 

11月の行事予定 

 ２日（火）避難訓練 

８日（月）～１０日（水） 

     高学年宿泊学習 

２６日（金）学習参観 

『ふるさと利賀』ふるさと学習を進めています 

高学年は、総合的な学習の時間に「栃もち名人になろう」の

学習をしています。１学期は、利賀の「村の木」でもある「栃

の木」について調べました。２学期に入り、栃の実が落ちる季

節になりました。利賀村内の栃の実 

の落ちる場所に許可をいただいて、 

拾いに行ってきました。この後は、 

栃餅づくり名人にお越しいただいて 

いよいよ餅づくりに挑戦です。 

中学年は「そば」についての学習、 

低学年は地区探検に出かけ利賀の素 

敵を発見しています。それぞれの学 

級が「ふるさと利賀」の魅力を存分 

に味わっています。 

利賀小学校のホームページでも学校での活動を紹介しております。 


